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S 
花くもり 

ピアノのおけいこも 

始まりました 

 山頭火 
 

 １号 

ARP．26th 

2017 

 ４月１１日（火）は入学式。電子機械科に３５名のニ

ューフェースを迎え、３年生３２名 ２年生２６名 電

子機械科教員１２名 計：１０６名で平成２９年度を船

出しました。 

●科長：宮本 薫（１年副担） 

T.野廣康彦:３年担任       

〈副担：重富秀樹・陶山利治〉  

T.渡部隆司:２年担任    

〈副担：釜田 博・野津 広〉   

T.坂田 一:１年担任 

〈副担：宮本 薫・大溢貴巳〉 

科 
Systems  Engineering  Mechanical & Electrical 

 

 S 科ニュース はじめます 

●冒頭のうたは種田山頭火（山口県防府市出身）の俳句である。中学校や高校の国語の教科書に教材とし

て彼の句はよく扱われているので「山頭火」はどこかで耳にしたり、目にした人が多いと思う。“分け入

っても 分け入っても 青い山”は有名である。 

●また、その名のラーメンチェーン店もあるし、あなた達に関係ないことだが、山口の地酒として「清酒：

山頭火」もあり、山口の玄関口、新山口の駅の弘済会にはいつも鎮座している。 

●さて、花くもりは広辞苑によると「桜の咲くころの、薄くぼんやりと曇った空模様」とある。私なりの

解釈は・・・、このうたは昭和１４年ごろの作品、ピアノがあるのは相当裕福な家庭。〈高級住宅地に住

むお嬢さんは寒い時期も日頃からピアノの練習をしていたが、春になり、桜も咲き、すこし暖かくなった、

その日たまたま部屋の窓を開け爽やか気分で弾いていた。〉・・・となるのだが。 

●ところで、品よく言えば花曇りだが、最近は黄砂とかＰＭ２．５とか大陸からの贈り物で、これはどち

らかなと考えさせられることが多くなった。 

  黄砂かな２．５かな花くもりかな ことしの新学期も 始まりました    Teacher T. 

 

 

折々のうた 山頭火 

●昨年の３月号で「Ｓ科ニュースはこれでしばらくお休みします」と結んだら、放課後、今年卒業したＴ君

とＳ君が「先生やめるーん ？」とあいさつにやって来た。「キミたち読んでいたのかー？」と尋ねると、「ま

ー」と返ってきた。・・・うれしかったねー 

●現在、私自身 終活中ですが、講師として学校に来る機会も増えそうなので再開ということになりました。

生徒への情報やら、電子機械科の様子やら、いろんなことを発信できればと思っています。 

 平成２ ９ 年度入学式 

藤野芳弘 

山本浩司 

川本展史 

狩野広志 

高橋 稔 

 


